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研究成果の概要（和文）：地方都市の病院で外来化学療法を受ける高齢がん患者が、身体的問題

のみならず、心理社会的問題に取り組み、ＱＯＬを維持しながら治療を継続できるよう援助す

る教育支援プログラムを開発した。まず高齢がん患者の教育支援ニーズを明らかにし、国内外

の関連文献から支援プログラムの要素を抽出後、それらに基づき身体的側面へのエクササイズ

及び心理社会的側面への自記式ノートなどを取り入れた教育支援プログラムを開発した。 

 
研究成果の概要（英文）：We developed the educational support program for the elderly cancer 
patients undergoing outpatient chemotherapy in a local city. The program supports to 
approach not only physical troubles but also psychosocial problems, and it continues to 
treat them while maintaining quality of life. The program is composed of an exercise 
of the somatic aspect and patients’ own writing notebooks which affect their psychosocial 
aspect. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国では 1981 年以降がんが死亡原因の

第一位となった。その後のがん罹患率及び死

亡率の増加を受け、2007 年４月よりがん対策

基本法が施行され、より充実したがん医療を

目指した動きが始まっている。その一環とし

て、都道府県に設置されたがん診療連携拠点

病院が重点的に取り組む課題のひとつに化

学療法の推進が挙げられている。また、医療

費削減による入院期間の短縮やがん治療の

高度化に伴って、外来での化学療法を長期に

わたって継続するがん患者、とりわけ高齢の

がん患者が増えている。患者は、従来の社会

生活を維持しながら治療を続けられるとい

う利点の一方で、化学療法に伴う身体的問題
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や多くの心理社会的問題に自らが対処しな

ければならない状況におかれていると推察

される。以上のような背景をうけ、外来通院

で化学療法を受ける高齢がん患者への看護

支援体制の確立が急務であるといえる。 

しかしながら、欧米と異なり、外来での治

療に移行してまだ間がない我が国では、がん

患者ががんと共に地域で生活することを支

援するための方策が十分とは言えない。とり

わけ、がん医療・看護共に情報や人的資源が

充分とはいえない地方都市のニーズや高齢

がん患者が多いという特性に合わせたプロ

グラムはみられない。患者の身体的側面のみ

ならず、心理社会的側面を加味した包括的な

教育支援プログラムの研究・開発が急がれる

状況にあるといえる。 

 

２．研究の目的 

地方都市のがん診療連携拠点病院におい

て外来化学療法を受ける高齢がん患者が、身

体的問題のみならず、心理社会的問題に取り

組み、ＱＯＬを維持しながら治療を継続でき

るよう援助する教育支援プログラムを開発

する。 

 
３．研究の方法 

本研究は 3段階の研究で構成される。 

(研究 1)国内外の先行研究及び国内外の外来

がん看護の状況をレビューし、外来で化学療

法を受けるがん患者への教育支援プログラ

ムに関する要素を抽出する。 

(研究 2) 地方都市の病院（Ｈ市内２病院）で

外来化学療法を受ける高齢がん患者の教育

支援ニーズ調査を実施・分析する 

(研究 3)(研究 1)及び(研究 2)をふまえ、地方

都市の病院で外来化学療法を受ける高齢が

ん患者への教育支援プログラムを開発する。 

(1)研究１の方法 

1998 年から 2008 年までの論文を対象として

web 版医学中央雑誌 Ver3 ならびに CINAHL に

よる文献検索を行った。キーワードは「がん

患者」、「化学療法」、「外来看護」、「高齢者」、

また cancer patient, nursing, chemotherapy, 

elderly である。文献の採用基準は、過去 10

年（1998～2008年）に発表された国内外の原

著論文、外来化学療法を受けているがん患者

を対象とすること、看護援助に関する考察や

示唆について具体的に記述されていること、

とした。検索された文献を読み、採用基準を

満たす文献を選定した。これらの文献のリフ

ァレンスにおいて目的に適った文献を適宜

追加した。 

また国内外の外来がん化学療法を実施し

ている施設を見学し、患者への教育支援に関

する現状について情報を収集した。 

(2)研究２の方法 

対象はＨ市内２病院の外来化学療法セン

ターに通院中の高齢がん患者（65 才以上）の

うち認知に問題がなく、研究の趣旨を理解し、

研究参加に同意の得られた者で、教育支援ニ

ーズを明らかにするために、外来で化学療法

を受けていることの身体的心理社会的側面

への影響と思い、困難と対処等について面接

にてデータを収集した。収集したデータは質

的帰納的に分析を行なった。尚、研究実施に

際しては研究者の所属する大学と対象病院

の倫理審査委員会の了解を得た。 

(3)研究３の方法 

(研究 1)及び(研究 2)の研究結果を踏まえ、

地方都市の病院で外来化学療法を受ける高

齢がん患者への教育支援プログラムを考案

し、その内容等について、外来がん化学療法

に精通する複数の専門家からスーパーバイ

ズを受ける。 

４．研究成果 
(1)研究１の成果 

①高齢がん患者の特徴とニーズの抽出 

対象とした文献は 10 論文であった。文献検



 

 

討の結果、高齢がん患者のニーズとして、ａ）

情緒的サポート、医療者との関係性の構築な

どの心理的ニーズ、ｂ）経済的問題、通院手

段の問題、社会的役割遂行の困難などの社会

的ニーズ、ｃ）治療による副作用症状や体力

の低下などの身体的ニーズの３点が抽出さ

れた。また、教育プログラムを検討する上で

は、文献検討から得られた高齢がん患者の特

徴、すなわち個別的な対応や医療者とのコミ

ュニケーションへのニーズが高いこと、症状

マネジメントのほか、栄養学的・心理学的内

容、運動療法へのニードが高いこと、若年患

者と情報ニーズが異なり心理社会的な情報

を必要としていること、必要な情報量や内容

は個々の患者により異なるため適した情報

を提供すること、マテリアル（教材）を活用

することについての検討が必要であること

が示唆された。 

②外来化学療法を受けているがん患者に対

する看護援助について 

外来化学療法を受けている成人患者を対

象とした研究は多数報告されている。また、

国内において実際に展開されている看護教

育プログラムはいくつか報告されているが、

すべて乳がんの術後補助化学療法を受けて

いる患者を対象としていた。 

外来化学療法を受けているがん患者の特

徴は、手術による機能障害や化学療法の副作

用症状などによる身体的問題、がん罹患や再

発、転移などが引き起こす心理的問題、経済

的負担や仕事の調整、地域の人間関係などに

よる社会的問題など、複雑な問題を抱えて生

活していることであり、文献検討の結果、外

来化学療法を受けているがん患者に対する

看護援助として、Ａ）日常生活や役割遂行の

維持に向けた支援、Ｂ）患者のセルフケア能

力の見極めと向上のための支援、Ｃ）継続的

に情緒的なサポートを提供できる場と時間

の設定、Ｄ）科学的根拠と患者のニーズに基

づいた情報提供と自己学習支援、Ｅ）医療者、

患者、家族の間における情報共有と連携体制

の整備が抽出された。 

③国内外の病院視察 

国内視察として高知大学医学部付属病院、

高知県立医療センター、癌研究会有明病院、

及び、国外視察として国立成功大学医学院付

属病院（台南市：台湾）、柳営奇美病院（台

南縣柳郷太康村：同）、第三軍医大学付属大

坪病院（重慶市：中国）の計６施設の視察を

行い、がん患者への教育支援に関する情報を

収集した。いずれの病院も地方にあり、外来

化学療法センターの患者層は高齢者が多く、

患者数も増加傾向であるという共通点がみ

られた。専従看護師のマンパワー不足が現状

であり、「安全な治療の提供」が最優先され

ていた。特に外来化学療法導入時の患者への

オリエンテーションは重要であり、副作用と

療養生活に関するパンフレットの充実が求

められているが、パンフレットは各々の病院

のスタッフによる自作、または製薬会社が製

作したものを使用しているのが現状であっ

た。 

(2)研究２の成果  

対象は、H 市内のがん診療連携拠点病院 2

施設で外来化学療法を 3ヶ月以上継続してい

る 65 歳以上のがん患者 16名（男性 7名、女

性 9名）、平均年齢は 73.2 歳で、外来化学療

法継続期間は 3 ヶ月～8年であった。 

①高齢がん患者のニーズとして、【治療と自

分らしい生活の維持】【在宅療養を円滑にす

るための情報提供と医療システムの整備】

【配慮が行き届いた的確な医療・看護の提

供】【治療に関連した身体的苦痛の緩和】【身

近な人的資源からの情緒的・手段的支援の確

保】の 5 項目が得られた。 

②高齢がん患者が体験する困難として、



 

 

[治療の副作用で四肢のしびれや痛みがあ

る][随分やせてしまい悲しい][治療のたび

に体力が落ちてきている][化学療法で良く

なるのだろうか][調子の悪いときの自己判

断が心配 ][これからの一人暮らしが不

安][自分が病気になり家族に迷惑をかけて

いる]など 14カテゴリーが得られ、各々の関

連性を検討した結果、〈治療による様々な苦

痛を伴う副作用症状〉〈回復しがたい体力の

低下〉〈がん罹患・再発のショック〉〈病状悪

化と治療の不確実さへの不安〉〈自己での問

題への対処法の不安〉〈通院治療継続の心細

さ〉の６つに分類された。以上の結果より、

地方都市で外来通院の化学療法を継続する

高齢がん患者への教育支援として、外来化学

療法に伴う困難や苦痛、生活の変化に脅かさ

れることがないよう、治療の継続と日々の生

活の維持に向けた身体的、心理社会的支援が

重要であると考えられた。 

(3)研究３の成果 

（研究１）及び（研究２）より明らかとなっ

た地方都市の病院で外来化学療法を受ける

高齢がん患者の特徴や体験する困難、ニーズ

等を踏まえ、以下のプログラムを開発した。 

①プログラムの目標 

地方都市で外来化学療法を受ける高齢がん

患者が、通院治療に伴う身体的かつ心理社会

的な困難に対処しながら、QOL を維持し主体

的な生活を送ることができる。 

②プログラムの構成 

プログラムの実施は個別介入とし、第 1 回

目：外来化学療法開始時、第 2回目：開始か

ら一ヶ月後、第 3回目：開始から二ヶ月後の

計三回からなり、各回一時間程度の実施とす

る。 

③使用するマテリアル、用具 

「わたしのノート」：既存及び先行研究から

研究者らが作成した日々の生活に関する資

料と自記式ノート、エクササイズ DVD：研究

者らが作成した基礎体力をつけるための座

位でできる簡易運動の DVD及びリラクセーシ

ョン CD 

・第 1回目：外来化学療法開始時 

現状を受け止め化学療法による生活への影

響について理解できることを目的とし、以下

の内容を実施する。今後のスケジュールの確

認、日々の暮らしぶり・現在の不安などが表

出できる、自記式ノートの活用法を知る:（以

降、「わたしのノート」活用）、利用可能な社

会資源について知る、栄養（食事）と運動に

ついて知る、リラクセーションおよびエクサ

サイズ（CDおよび DVD を用いて）の実施。 

・第 2回目：開始から一ヶ月後 

治療に伴って生じる日常生活上の変化に対

応できることを目的とし、以下の内容を実施

する。日々の暮らしぶりと治療による影響が

表出できる、「わたしのノート」の内容の確

認と評価、治療開始からの栄養（食事）と運

動について話し合う、今後の日常生活の留意

点、緊急時の対応についてともに考え話し合

う、リラクセーションとエクササイズの実施。 

・第 3回目：開始から二ヶ月後 

外来通院治療に伴って生じる変化に対応し

治療を継続できることを目的とし、以下の内

容を実施する。日々の暮らしぶりと治療によ

る影響が表出できる、「わたしのノート」の

内容の確認と評価、リラクセーションとエク

ササイズの実施。 

本研究の結果、地方都市で外来化学療法を

受ける高齢がん患者が身体的問題のみなら

ず、心理社会的問題に取り組み、ＱＯＬを維

持しながら治療を継続できるよう援助する

教育支援プログラムが開発された。今後はプ

ログラムを多施設において実施し、プログラ

ムの構成や内容等の妥当性を検証し、修正を

加えていくことが必要である。 
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